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私
は
、
非
正
規
で
働
い
て
い
ま
す 

 

私
は
、
オ
リ
ー
ブ
関
連
通
販
商
品
の
出
荷
作
業
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
非
正
規
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
と
し
て
働
い
て
、
２
０
１
７

年
に
入
社
し
て
、
今
年
で
９
年
目
に
な
り
ま
す
。 

 

職
場
は
、
正
社
員
２
〜
３
名
、
非
正
規
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
10

数
名
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
20
数
名
が
働
い
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
女
性

の
職
場
で
す
。
職
場
の
雰
囲
気
は
、
相
談
し
や
す
く
、
働
き
や
す

い
職
場
で
す
。 

 

勤
務
時
間
は
、
９
時
か
ら
17
時
20
分
ま
で
で
、
出
勤
日
は
月
〜 

土
曜
日
で
す
。
週
休
２
日
制
な
の
で
、
会
社
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
り 

平
日
休
み
が
あ
り
ま
す
。
休
憩
時
間
は
、
12
時
か
ら
12
時
45
分 

と
、
午
前
10
時
か
ら
と
午
後
３
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
10
分
で
す
。 

 

残
業
は
、
早
出
の
８
時
、
８
時
半
と
、
17
時
20
分
以
降
は
18

時
、
18
時
30
分
、
19
時
ま
で
と
区
切
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
業
の

指
示
が
で
て
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

強
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
進
捗
次
第
で
時
間
は
変
動
し
ま 

      

す
。
繁
忙
期
は
８
時
か
ら
19
時
ま
で
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。
２

０
１
９
年
ま
で
は
、
20
時
30
分
ま
で
の
残
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、

腰
痛
に
よ
る
離
職
者
が
増
え
て
し
ま
い
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

残
業
時
間
を
短
く
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
朝
早
く
起
き
る
事
が
苦
手
で
す
が
、
家
族
の
支
え
で
、

早
出
・
残
業
を
す
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

５
月
頃
か
ら
腰
痛
に
な
り
、
整
形
外
科
に
通
っ
て
お
り
、
「
無
理

を
し
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
残
業
時
間
が
短
く
な
っ
た
の
で
、

内
心
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

仕
事
内
容
は
、
お
客
様
の
注
文
し
た
商
品
の
発
送
作
業
（
ピ
ッ

キ
ン
グ
・
梱
包
）
で
す
。
１
日
の
出
荷
件
数
と
し
て
は
、
１
５
０

０
件
く
ら
い
で
す
が
、
毎
月
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
映
（
注
文
）
が
、
月
の
真
ん
中
の
週
な

の
で
、
そ
の
週
辺
り
が
、
忙
し
く
な
っ
て
、
１
日
の
出
荷
件
数
が

２
０
０
０
〜
３
０
０
０
件
に
上
が
り
ま
す
。 
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繁
忙
期
と
閑
散
期
の
差 

繁
忙
期
は
３
月
・
４
月
・
11
月
・
12
月
で
す
。
３
月
・
４
月

は
送
料
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
11
月
・
12
月
は
10
％
〜
15
％
割

引
、
新
漬
け
の
オ
リ
ー
ブ
、
お
歳
暮
で
忙
し
く
な
り
ま
す
。 

繁
忙
期
に
は
、
短
期
の
募
集
を
出
し
て
い
て
、
20
〜
30
名
の

方
が
来
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
毎
年
継
続
し
て
来

て
く
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
３
月
と
４
月
は
中
東
情
勢
の

影
響
で
、
接
着
剤
・
原
料
不
足
で
紙
袋
等
製
品
に
影
響
が
あ
り
、

出
荷
件
数
が
下
が
り
、
繁
忙
期
で
す
が
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

閑
散
期
（
１
月
・
６
月
・
８
月
）
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
商
品

の
売
れ
行
き
等
に
よ
り
違
い
ま
す
が
、
１
０
０
０
件
を
切
っ
て
し

ま
う
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。
仕
事
が
な
い
の
で
、
時
短
（
仕
事
が

定
時
ま
で
な
く
、
退
社
の
時
間
が
切
り
上
げ
と
な
り
ま
す
）
や
、

お
昼
ま
で
で
帰
っ
た
り
（
希
望
者
の
み
で
早
退
扱
い
に
な
り
ま 

す
）
、
お
休
み
希
望
を
聞
い
た
り
し
て
、

人
数
制
限
を
し
て
、
作
業
し
て
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数
年
前
か
ら
閑
散
月
の
対
策
が
行
わ

れ
、
ス
ポ
ッ
ト
事
業
と
し
て
他
の
業
者

の
仕
事
を
請
け
負
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

例
と
し
て
、
手
袋
業
者
の
仕
事
（
値
札 

付
け
、
返
品
作
業
等
）
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
こ
こ
数
年
平

日
の
時
短
は
ほ
ぼ
無
く
な
り
ま
し
た
。 

  

賃
金
は
も
っ
と
高
く
も
ら
い
た
い 

 

賃
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
短
期
（
繁
忙
期
雇
用
）
の
方
は
、

以
前
は
最
低
賃
金
よ
り
高
い
時
給
９
０
０
〜
１
０
０
０
円
台
だ
っ

た
の
で
す
が
、
こ
こ
最
近
は
最
低
賃
金
が
上
昇
し
た
た
め
、
最
低

賃
金
の
金
額
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
驚
き
ま
し
た
。 

私
を
含
む
非
正
規
は
、
給
与
体
系
は
時
間
給
制
（
最
低
賃

金
）
で
土
曜
日
が
休
日
出
勤
（
１
２
５
％
）
の
賃
金
で
す
。
入
社

し
て
９
年
で
す
が
、
時
間
給
は
２
０
１
７
年
の
７
６
６
円
か
ら
２

７
０
円
上
昇
し
て
今
は
、
１
０
３
６
円
で
す
。
や
は
り
時
給
は
最

低
で
も
１
５
０
０
円
は
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
通
勤
手
当
は
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
時
短
に
な
っ
た
日
は
、
働
い
た
時
間
だ
け
の
支
払

い
に
な
り
ま
す
。 

 

加
入
保
険
は
、
雇
用
・
労
災
・
健
康
・
厚
生
で
、
退
職
金
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
前
職
（
縫
製
）
で
は
有
給
日
数
の

有
無
が
な
く
、
取
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
の
職
場
は
有
給
休

暇
が
繁
忙
期
以
外
は
取
れ
る
の
で
、
助
か
り
ま
す
。 

で
も
考
え
て
み
た
ら
、
有
給
休
暇
が
な
い
職
場
は
ど
う
考
え

て
も
お
か
し
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 

（
か
わ
に
し 

あ
さ
み
） 


